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はじめに

•依存症は性格や意志の問題によってなるもの…誤解

•物質依存症者はそれぞれが抱えている「生きづらさ」

を解消するのに役立つ物質を選択している。(松本2018）

•幼少期の生育歴から人を信じられなくなる…依存症を

引き起こす。（小林2016）

→依存症者は生きづらさを抱えていることから飲酒等を

しているのではないか？

人を依存症にするのは…「快感」×
「苦痛の緩和」○



目的・方法

•依存症者が抱える生きづらさとはどのようなものか

を調査し、今後の支援に活かすことを目的とした。

•「依存症」と「生きづらさ」をキーワードとして

文献調査を行った。

目的

方法



明白な生きづらさ 暗黙の生きづらさ

虐待、ネグレクト、いじめ
など

我慢と努力を続けなければ
居場所がなくなってしまう
不安感など

薬物依存症者が多い アルコール依存症者が多い

家庭や学校での適応を諦め
て、反社会的な集団に適応
することが多い

家庭や学校の枠内には残っ
ており、生きづらさに気づ
かれにくい



明白な生きづらさを抱える依存症者

満足のいく対人関係を
構築するまで依存が続く
（一度やめても再発しやすい）

代用として

孤独感

無力感親密な対人
関係が築け
ない

周囲に自分の感情を
受け入れてもらえない

親密な対人関係が
築けない

人を信じられない

物質に依存



暗黙の生きづらさを抱える依存症者

社会から
外れる不安

過剰適応（自分が置かれた環境に合わせよう
と自分の考えや行動を変えすぎてしまうこと）

苦痛やスト
レスの緩和

自分自身の欲望が
わからなくなる

アイデンティティ
の問題にも直面

物質に依存



まとめ

・依存症者は本音を話せないという生きづらさを緩和する

ために物質に依存している

・依存症者は人を信頼すること、自分の気持ちに気づき、

話すことが苦手

・依存症者（特にアルコール）は社会から外れないよう

過剰適応している

援助者は依存症者の本音を受け止め、信頼関係を築き、
居場所を作ることが大切
→支援ネットワークにつなげていく



当院での取り組み

・学習会

・SMARPP



・クラフトプログラム
・みつば会

アルコールによる問題を抱える家族の会 

 

 

 

 

 

みつば会は、アルコール・薬物・ギャンブル依存症の患者様の 

ご家族を対象とした家族会です。 

身近な方の依存症に関する問題を抱えている方・解決したい方など、どなたでも

ご参加出来ます。ご家族同士で日頃お困りの事や疑問等を自由にお話して頂いた

り、CRAFT プログラム、勉強会、年数回は講演会などを行っています。 

依存症の治療には、ご家族の病気に対する正しい理解と対応が大切です。また、

ご家族自身もアルコールによる問題に巻き込まれ、疲弊する場合が多くみられま

すが、同じ立場の家族間で分かち合う事で、心の負担を軽くすることが出来ます。 

 

日時：毎月第２・第４金曜日 午後１３：３０～１５：００ 

場所：当院２階 職員講堂又は１階 AA 室 

（１階で行う場合は案内ポスターを表示します） 

参加：無料 予約不要 ※13：20 頃当院ロビーでお待ちください 

 

 

気になった方、ご不明な点などはお気軽にお問い合わせください。 

【問い合わせ】 

札幌太田病院 011－644－5111 （担当：PSW 小山・伊藤） 

                      令和 4 年 12 月 16 日現在 

家族へのプログラム



ご自宅のパソコン、タブレットから。 

遠方からや仕事の日もらくらく参加！ 

リアルタイムで、体験談を話す・聴く。 

感染対策しながら気軽に交流できる。 

Ｒ３年 8月心理・内観療法課 鳴海作成 

ご自宅から、札幌太田病院 
木曜オンライン断酒会に 
ご参加いただけます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

札幌太田病院を退院され、外来通院をされている患者さまを対象としたご案内です。 

札幌太田病院 木曜オンライン断酒会 アルコール依存症治療プログラムです 

開 催 日 時：毎週木曜日 18時 30分～おおむね 19時 30分頃まで（祝祭日を除く） 

参 加 費：無料  ※スカイプ（無料アプリケーション）を使用します 

必要なもの：パソコン、タブレットなどのデバイス 

主な参加者：札幌連合断酒会「断酒木曜の会」会員、札幌太田病院１Ｆデイナイトケア通所者

さま、同各病棟入院者さまなど二十数名（その時により変わります） 

※具体的な参加手順は担当職員よりお伝えいたします  ※プライバシーに配慮いたします 

 

参加をご希望される方は、まずは受診の際、主治医にご
相談ください。 

札 幌 太 田 病 院 

外来通院中・ご退院者の皆さまへ 

自助グループ

・木曜オンライン断酒会（当院）

・NPO法人札幌連合断酒会(西18丁目）

・アルコホーリクス・アノニマス（AA）

～北海道セントラルオフィス（24軒）
など



今後の課題

•今回は文献調査のみであった。

•今後は当院入院中の依存症者に本音を話せる居場所はあるの

かを調査したい。

•本人との信頼関係の構築と、医療機関のソーシャルワーカー

として実践できる地域や居場所につなげるソーシャルワーク

について検討していきたい。
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ご清聴ありがとうございました。
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